
1. 自国の灌漑施設の運営・維持管理に関する現状と課題
(1) インセプションレポート作成（事前プログラム）
(2) 中央アジアの灌漑
a. 気候変動と水管理
b. 効率的な水利用
c. 塩害対策
2. 日本の水管理や灌漑施設の運営・維持管理に関する法制度
(1) 農業農村整備事業
(2) 土地改良法、土地改良事業
(3) その他関連政策、制度、関連機関の役割
3. ストックマネジメントによる灌漑施設の維持管理手法
(1) 機能性診断
(2) リスク評価
(3) 対策工法
(4) コスト比較
(5) モニタリング
4. 日本の受益者参画による持続的な灌漑施設の運営・維持管理の手法
(1) 参加型水管理（Participatory Irrigation Management）
(2) 土地改良区
5. 解決策の提案、実施に向けた工程案（アクションプラン）作成
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【案件目標】
研修員が持続的な灌漑施設の運営・維持管理手法を習得する。

【成果】
1. 研修員は、自国の灌漑施設の運営・維持管理に関する現状と課題を分析する（インセプショ
ンレポート）。
2. 研修員は、日本の水管理や灌漑施設の運営・維持管理に関する法制度を理解する。
3. 研修員は、ストックマネジメントによる灌漑施設の維持管理手法を理解する。
4. 研修員は、日本の受益者参画による持続的な灌漑施設の運営・維持管理の手法を理解する。
5. 研修員は、自国の灌漑施設の運営・維持管理の課題に対する解決策を提案し、実施に向けた
工程案（アクションプラン）を作成する。
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【対象組織】
農業用水管理や灌漑施設の運営・維持管理
を担当する中央・地方政府組織、公営公社

【対象人材】
1. 中央政府・地方政府、または公営公社
において国全体、地方、灌漑農業地域の灌
漑用水管理や灌漑施設の運営・維持管理に
携わる者で、関連分野で5年以上の経験が
ある。
2. 十分な露語能力（読み・書き、聞く・
話す）を有する者。
3. 年齢は30歳～45歳であることが望まし
い。
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中央アジア・コーカサス地域 灌漑水管理
Irrigation Water Management for Central Asia and Caucasus Countries
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中央アジア・コーカサス地域対象国の条件：

副分野課題：

中央・地方政府組織、公営公社において灌漑農業地域の灌漑用水管理や灌漑施設の運営・維持管理に携わる者を対象に、水管理や灌漑施設
の適切な運営・維持管理に関する法制度や受益者参画による運営・維持管理手法を学ぶ。灌漑施設の老朽化がすすむ対象地域の現状をふま
え、ストックマネジメントによる灌漑施設の維持管理手法についても理解を深める。
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